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ま え が き

社団法人 海外農業開発コ ンサルタ ンツ協会(A D C A) は農林水産省の補助事業として ､

平成 1 3 年 3 月 8 日から 3 月 1 7 日まで の 1 0 日間にわたっ て ､ エ ジプトア ラブ共和国にお

ける農業 ･ 農村開発の ための プロ ジ ェ ク トフ ァ イ ンデイ ング調査を実施した｡

エ ジプ ト国の農業は ､ 鉱業部門に次いで 第2 位の国内生産を占め､ 労働力の 3 0 % が農業

労働力である｡
一

方､ 増加の
一 途をたどる人口を吸収し雇用機会の拡大を図るため､ 農地

の水平的な拡大政策の
一

環としてナセル政権以降､ 砂漠地域の開発 を推進 して おり現在ま

でに概ね 5 0 万 b a が開発されて いる ｡

エ ジプト政府､ 水資源潅漑省傘下の機械電気局は､ アス ワ ンハ イダムの建設以前よりデ

ルタ地域の排水改善､ ナイル川からの潅漑用水の供給を目的とした潅漑排水用の ポ ンプ設

備に係る建設､ 改修及び その維持管理を行う中心的な機関として今日に至っ て い る ○ 現在

同局が管理して い るポ ンプ機場は全国で比較的良好な管理の もとに運転されて い るが既に

経済耐用年数を大噺こ越えた施設も多く､ ピ
ー ク時の潅漑用水の不足 ､ 適正規模の鋏水管

理が不可能とな っ て い る機場等多くの問題を抱えて い る ｡

磯城電気局 はこ れらの 問題を解決し､ 長期的に安定 した潅漑用水の供給と適正な排水管

理 を行 い ､ 安定的な農業生産を持続するため 2 0 1 7 年を目標年とする長期整備計画を 19 9 8

年に樹立 し､ 食糧農業機構､ 世界銀行等の技術
･ 経済協力を得て整備を開始 して い る ○ 計画

目標年まで に約 3 7 0 ケ所の ポンプ設備の改修
･ 更新 ･ 部品調達を行う予定である ○ しか し

なが ら事業実施に必要な整備計画の詳細､ 事業の妥当性の検討､ 維持管理機構の構築と受

益者 へ の施設 の管理移管の移行計画等の検討が殆 ど進んで い ない状況である ○

この ような状況のもと､ エ ジプ ト国は､ 上記の課題を解決する ためにより総合的な調査

が不可欠と認識して おり､ これらの検討を遂行するため日本の高い技術力 と将来の経済協

力に対して大きな期待を寄せて いる ｡ こ の ような観点から将来､ 本調査案件の事業計画が

日本政府の協力案件として採択され ､ 我が国と当該国の技術
･ 経済協力として推進される

こ とを期待い たします｡

平成 1 3 年 3 月

A D C A 調査団長

門 脇 達
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弟1 幸 調査の背景

1 . 1 国家開発計画と農業

( 1 ) 国家経済と農業

エ ジプト政府は､ 1 9 9 1 年以降I M 甘及び世界銀行の援助のもとに､ ｢ 第 3 次社会 ･ 経済開

発5 カ年計画 (1 9 9 2/9 3 ～ 9 6/9 7) + に基づ い て ､ 従来の公共部門主導の統制的経済政策を

抜本的に転換し､ 市場経済 へ の移行､ 外国資本の 誘引､ 貿易の民営化を主眼とした経済活

動の自由化を推進した｡ 農業部門でも 1 99 3 年までに ､ 農産物価格､ 農産物の 作付 け､ 農

産物供出等に対する政府の統制を撤廃した｡ その結果 ､ 経済的な自由化と農業生産の拡大

を実現 した｡

19 9 6/97 年の名目 G D P ( 国内総生産) は 2 ,3 95 億 L E ( 1 エ ジプトポ ンド ( L E ) は約

3 0 円､ 1 9 96/9 7 年価格) で ､ うち農業部門は 4 2 3 億 L E であり､ 第 1 位の鉱 工業部門の

18 .1 % に つ い で第 2 位の 1 7 . 7 % を占める｡ また､ 全雇用者数の約 30 % を農業部門が占め

て おり､ 全体で みれば､ 農業は エ ジ プト経済に多大な黄献をして い る ｡

次に､ エ ジ プト政府は､ こ の成果を應まえ､ 更なる経済の自由化と発展 を促進する ため､

1 99 7 年 4 月 に ｢ 第 4 次社会 ･ 鐙済開発 5 カ年計画 ( 1 9 9 7 伯8 - 20 0 1/0 2) + を策定 し､ 年率

6 .
9 % の 経済成長を確保 し､ G D P が 2 0 0 1/0 2 年には､ 3 ,3 5 0 億 L E (9 6/9 7 年価格) に達す

ることを計画目標と して い る ｡ 農業生産では現在の伸び率 (3 . 1 % ) を上回る年率 4 . 2 % を

実親し､ その生産額が 5 2 0 億 L E ( 1 5 .5 % ) に達する こ とを目標として い る ｡

この ため､ 5 カ年の総投資額4 ,0 0 0 億 L E のうち､ 1 1 . 5 % にあたる 4 5 9 億 L E が農業部門

に投資される ｡ その内訳は､ 農業開発及 び農業に は 3 0 9 億 L E (6 7 . 3 % ) を､ 淳漑
･ 排水

事業には 15 0 億 L E ( 32 . 7 % ) を投資する計画である｡

( 2 ) 第 4 次5 カ年計画での農業開発

第4 次社会 ･ 経済開発 5 カ年計画におい て ､ エ ジプトの淳漑排水開発に係る方向性と政

策を農業開発に関連 して 述べ ると次の通りで ある｡

一 低生産性農地の改善事業を支援する ｡ また､ その改善事業と暗渠排水事業によっ

て 農地の生産性を回復する事業間の調整を行う｡

一 億水消費型作物の導入を推進する ｡ 併せ てこ の分野での遺伝子工 学的成果 の利用



を図る｡

一 潅漑排永シス テ ムの維持管理 に関して個々の農民の貢献とイ ニ シアチブを引 き出す｡

一

農地開拓の拡張を加え､ 既に開拓された農地の生産性を最大にするとともに､ 農民

に対する農業普及サ ー ビスを提供する｡

一 潅漑用水使用 に関わる管理と効率の向上を図る ｡ 併せて農業生産の増大､ 土地

劣化の防止と水資源の有効利用 を図るために､ 潅漑事業の施設の改修に関する詳

細な計画を行う ｡

一 リサイクルの推進や農薬の使用 を最小にするような農業改良普及 プ ロ グラム を継

続して実施する ｡ また､ 農業分野にお いて大きな労働力を提供して いる女性の参

加 を促す｡

一 ナイ ル川とその支線における堰､ 開門､ その他建造物の更新を行う｡ また､ ナ ガ
･

ハ マ デイ ( N a g a H a 皿 a d y) 堰の 35 k m 下流地点に堰を新設する ○

-

用水路の ライ ニ ングや水草対策に加え､ 老朽化して い るポンプ場や取水 口､ 堰な

どの水利施設の更新を行う｡ こ れにより潅漑システ ム の効率を向上させ ､ 計画期

間 5 カ年間で約 10 億 m 3 の用水を節約する｡

一

農業排水や処理済み下水の再利用により潅漑用水を増大させる｡ また ､ ナイル 川上流域

の 関連国との調整を行 い ､ ナイル 川利用の可能性の増大を探る｡

一 居住区を通過する用水路のライ ニ ング､ 暗渠 工事の実施あるいは居住区を迂回する等の

対策を考慮する｡ また､ 個々 の 取水施設の集合化を図る｡

- 約 1 5 万 h a(3 5 万フエデン) の排水ネットワ
ー

クの 更新に加え､ 釣 2 5 万 b a( 6 0 万フエデン) の

排水事業及び約 3 4 万 b a( 8 0 万フエデン) の暗渠排水事業を実施する｡

一 排水や井戸水 ､ 海水の 浄化に関する研究所を設立する｡

1 .
2 水資源の有効利用と配分

エ ジプ ト国 における主な水資源は､ 全国的に年間の 有効降雨 ( 年間降雨量 5 0
･

2 00 m m )

が殆 ど期待で きな い こ とからナイル川水源と特定地域の地下水源の他､ デル タ地域の潅漑

用水として 同地域から排出される農業排水を適正規模の塩分濃度に希釈し利用 して い る ○

都市用水及びエ 業用水は主として ナイル川水源及び地下水で まかなわれて い る が､ 潅漑

用水の 主水源はナイル川の表流水と農業排水の再利用水の他､ 上 エ ジプト及び西部砂漠地

域の
一

部で は地下水が利用されて い る｡

ナイ ル川の国際利水協定によれば､ 年間平均流出量 は､ 約 8 4 0 億 m 3 で ス ウダ ン例の利

用可能量 1 85 億 m 3 ､ ナセ ル湖の年間蒸発量約 100 億 m
3 を差引 い た約 5 5 5 億 m 3 が渇水

時における エ ジプト国の利用可能量とされて い る ｡ しか しながら現実にはスウダン側の 開



発が進んでい ない こと､ 及び近年の ナイル川上流域で の降雨条件からかなりの流出が観測

され､ ナセル湖におい て過去最高の貯水位を記録し､ 昨年度(19 9 9) はダム の安全管理の観

点から非常余水吐から余剰水を放流した｡ こ の現象はナセル ダムの貯水容量 ( 約 1 , 20 0 億

m
3) が極めて大きい ため利水の観点からは有効且 つ 安全で あるが､ 適正規模の範囲で利水

運用をしない 限り､ 連続渇水が続けば用水不足は自明で ある ｡

現在ナイル川の利水運用は､ 水資源潅漑省アス ワ ンダム管理庁及び配水部で管理されて

い る｡ ナイル の水は原則として ダム下流の 潅漑用永､ 都市用水､ 工 業用水の他､ 観光舟運 ､

河川維持用水等を主とし､ 発電需要を勘案しアス ワ ンハイ ダムから放涜されて い る ｡

しか しながら､ 利水の主体をなすナイルデルタ地域､ 北シナイ 半島開発地域及び西部砂

漠開発地域の新規計画を含む利水実態は政策的な判断も加わり､ 農業排水及び都市下水の

再利用等複雑な要素が錯綜し､ 地下水 の利用可能量の評価を含むより総合的な検討が不可

欠とな っ てきて い る｡

1 .3 濯漑農業開発の現状

エ ジプ トは､ 世界第 1 位の 長さ 6 , 6 5 0k m の ナイル川 を南北 に縦貫する約 1 0 0 . 2 万 k 皿 2

(2 3 9 , 2 0 0 千7 ェタ
や

ン) の国土を有する ｡ 国土の概ね 96 % は砂漠地帯であり､ 居住可能 ･ 可

耕作地域は僅か約4 % にすぎず､ ナイル 渓谷 ､ デルタ地域にほぼ集中して い る ｡ エ ジ プト

の農業は 196 8 年に完成したアス ワ ン ･ ハ イ ダムの 恩恵を受け急速に進展 して きた ｡ 1 9 9 7

年現在の農地面積は 3 2 8 万 b a ( 78 0 万7 ェタ
寸

ン) で ､ そのほとん どが既耕作地及 び開拓地の

潅漑農地である｡

耕地のほとんどはナイル川 を水源とするシス テ ムに依存しており､ ア ス ワ ンハ イダム建

設後は約 20 0 % の作付率の周年かんがい が達成された｡ しかし､ 新規開発地の作付率は､

かんが い用水が行き渡らない こ と及び営農形態が入植後間がない 尊から定着して い ない こ

とが主要因で ､ 約 1 50 % にとどま っ て い る｡

農民管理の 小用水路システ ムは M e sk a と呼ばれており､ こ の用水路 1 路線あたりのかん

がい 対象面積は通常 10 0 - 5 0 0 フ エ ダ ン (4 2 - 2 1 0 b.a) で ある ｡ こ こか ら､ さらに分岐し

て 圃場内に配水 する小用水路は M a r w a と呼ばれ､ その支配面積は 10 - 1 0 0 7 ェタ
寸

ン( 4 .2 -

4 2 b a) で ある ｡ これら小用水路の運用 ･ 維持管理は農民自身に委ねられて おり､ 建前は こ

の M e sk a レ ベ ル で輪番 (ロ
ー

テ
ー

ション) かんがい を実施するシステ ム とな っ て い る｡ しかし､

実態は受益者間の調整が不徹底で あり､
一 部の耕地で は過剰利用が生じて い るのが現状で

ある ｡



ナイル川を水源とするかんがい システ ムの かんがい効率を高める こ とが重要な課題とな

っ て おり､ 公共事業水資源省( M P W W R) により末端メス カシス テ ムの改善を目的とした

｢ かんがい改善事業(ⅠIP) + が既にいくつ かの 地区で事業実施されて いる ｡

周年かんがい は､ 作物生産を集約的に して ､ 土地の 生産性を高める点で貢献すると

ころが非常に大きい ｡ しか しながらかんがい 水がより多く使用された結果､ 耕地の 地

下水位が高くなり､ 土壌の 湿潤化 による耕地 へ の 塩類集積の 問題が生じた ｡ こ の 間題

に対処するために､ 暗渠排水と過剰かんがい を防止する水管理 の改善が必要となっ た ｡

かんがい効率を高めて ､ かんがい 地区の下涜にも適時適量 の水が公平に配水 される こ と

が重要であり､ かんがい 改善事業は これを主たる目的として い る ｡ こ のかんが い効率の 向

上は､ かんがい 費用の低減をもたらす｡ さらに ､ 水が十分 に行き渡らない 地区で ､ 適時適

量のかんがい を必要とす る作物の導入を可能とする こ とに より､ 農業経営の改善が期待さ

れる｡

エ ジプトにお いて は､ 前述の ように水の総需要量の約9 5 % はナイル川 より供給されて お

り､ かんがい 用水はア ス ワ ン ハ イ ダム により供給され､ 用水路へ の 流入 は水位制御に よ っ

て定期的な流量観測が行われて おり､ E - Q 関係式も明らかにされて い る ｡ こ の こ とに よ

り､ こ れら堰地点では涜量を求める こ とが可能にな っ て い る｡

エ ジプ トにおけるかんがい システ ム は､ 約 3 1 ,0 0 0k m に及ぶ公共事業水源省管轄の用水

路､ 80 , 00 0 k m に及ぶ農民管理の 小用水路､ 5 6 0 ケ所の揚水機場政 府管理) ､ そして ､ 2 2 , 0 00

ケ所に達する水利施設 (政府管理) により構成されて い る ｡ こ の かんがい シス テ ムは､ 現

在 3 1 0 万 b a (7 . 4 百万フ ェ ダン) の農地にかんが い用水を供給して い る ｡



弟2 幸 浦漑排水ポンプの整備 ･ 維持管理

2 .1 施設整備の現状

エ ジプ ト国の潅漑排水用ポンプ及び付帯施設の新設 ･ 改修 ･ 維持管理は ､ 水資源潅漑省

傘下の機械電気局 ( 以下 M E D とい う) が総て の責任を持っ て い る｡ 勿論､ こ の種の事業

は､ 同省の潅漑局との緊密な連携のもとに遂行されて い る｡

エ ジ プト国の潅漑用水の供給は､ 原則として基幹幹線水路等か ら自然流下方式の 開水路

に よっ て末端農地まで導水されるが､ 送水中の水路の 浸透損失を最小限に保つ ため潅漑地

域の農地より低い水位で供給されて いる ｡ しかしながら､ 農地 へ の用水は最末端の用水路

から主として農民所有の 小型ポンプで供給されて い る ｡

一

方､ 機械電気局が管理する潅漑用ポ ン プは､ ナイ ル川から直接取水するポン プ ､ 幹線

水路から高位部の用水路に揚永するポン プ､ 農業排水路から潅漑用水と して再利用するポ

ンプ等からなる ｡

乾燥 した寡雨地帯に属する エ ジプ トの農地排水は､ 主として濯漑用水の過剰に潅漑した

水､ 地中に滞留 した余剰水､ 潅漑操作ロ ス等の余剰水を開渠排水路又は暗渠排水から集水

して ポンプで主要な河川又 は地中海に排除して い る ｡

M E D 管理によるポンプ場 は 1 , 1 0 0 ケ所 におよび建設年代も､ 古くは 19 5 0 年代から最近

完成した機場まで 千差万別で ある｡

各種機械の維持管理は ､ 比較的良好な状態で管理 ･運転されて い るが､ 納入 した国､ 会社

の差 に よる各機器の耐用年数に差があり十数年で 部品交換が必要な機場 もあり､ M E D は

1 98 0 年代初頭より世銀の 融資､ 日本 ､ ドイ ツ等からの 無償資金協力を得て 緊急性の 高い 地

域からこ れら施設の整備 ･ 改修 ･ 更新事業を実施して い る｡

下表に示した如く､ 世銀の 2 次にわたる融資､ ア ラブ基金等を活用 し､ 現在まで に 5 1

ケ所の 整備を完了し､ 近年世銀､ E Ⅳ の協調融資に より 7 7 ケ所の濯漑排水用ポ ンプの整

備に着手して い る ｡



2 . 2 潅漑排水ポンプの長期整備計画

前項に述べ た現状から､ M E D は 1 9 9 9 年を初年度とし 2 01 7 年まで の長期潅漑排水ポ ン

プ整備計画を策定した｡ この計画は 19 9 9 年か ら 20 04 年を第 1 期､ 2 0 0 5 年から 2 0 1 0 年

まで を第 2 期､ 2 0 1 1 年か ら 2 01 7 年までを第3 期として 緊急性の 高い 地区から順次事業を

実施すると共に ､ 施設の維持管理に関する M E D から地方へ の管理移管を目指 した組織改

革､ 人材育成に配慮した検討がなされて い る ｡

既存ポ ンプ機場の改修 ･ 更新の長期計画は概ね以下 の通りで ある｡ 計画は､ 土木構造を含

むすべ て の施設を更新す る新設工 事( N e w C o n 紐 u 血 o n ) ､ 機械
･ 電気部分の主要部分を更

新する完全改修 ( C o m p le t e R e b a b 山 也也o n) 及び 必要な部品交換を主体とす る部品供給

(S p a r e P a rt s I
〉
r ∝ Ⅶr e m e n t S) 事業に大別して い る｡

地 域 目 的

長 期 計 画 地 区 数

実施中

地区数

実 施 予 定

全 体 9 9/04 05/1 0 1 1/1 7

上 エ ジプ ト

潅漑 2 3 80 8 5 5 1 7

排水 7 3 0 3 0

混合 1 1 0 1 0

小計 3 1 8 4 8 5 9 1 7

中央エ ジ プト
濯漑 14 6 0 2 5 2 2 1 3

排水 1 1 0 1 9 0

混合 0 2 0 0 2

小計
1 5 7 2 2 6 3 1 1 5

西部デルタ
潅漑 16 4 2 0 2 9 1 3

排水 3 1 6 1 1 3 2

混合 1 3 0 2 1

小計
2 0 6 1 1 4 4 1 6

中央 ･ 東部デルタ
潅漑 0 5 0 9 1 2 2 9

排水 1 1 2 1 5 1 2 4

混合
2 7 2 5 0

小計
1 3 8 1 1 6 2 9 3 3

合 計

濯漑 53 23 2 4 2 1 1 8 7 2

排水 22 5 0 7 3 7 6

混合 2 1 3 2 8 3

計
7 7 29 5 5 1 1 6 3 8 1

M E D は上記の長期計画の中で 37 2 地区の既存ポン プ機場の改修
･ 整備を目標年まで の約

2 0 カ年間に実施する こ ととし､ 世銀及び ドイ ツ政府の 協調融資を受けすで に 1 9 9 9 年度よ

り 7 7 ケ所の事業に着手して い る ｡ しか しながら､ 残りの 2 9 5 地 区に つ いて は詳細な資金

計画を含む整備計画が未着手の状態である｡



2 .8 緊急に整備を実施すべ き地域

M E D は､ 前項の長期計画の中から将来緊急に実施すべ き対象地域に つ い て事業の 整備

内容を個々に調査し､ 事業実施の妥当性の評価､ 事業実施計画､ 資金計画等を樹立 する こ

ととし特に以下の地域及び州に つ い て緊急に調査したい として いる ｡

地 域 州 名 改修 ･ 新設 潅 漑 排 水 混 合 計

上エ ジ プト A s w a 皿 改修 7 2 0 9

新設
4 0 0 4

上 エ ジ プ ト Q u n a 改修 3 0 0 3

新設
1 3 0 0 1 3

小 計 改修 1 0 2 0 1 2

新設

計

1 7 0 0 1 7

2 7 2 0 2 9

中央･ 東部 D a k hli a 改修 1 3 1 5

デル タ 新設 0 0 0 0

中央 ･東部 D a 皿itt a 改修 2 0 0 2

デルタ 新設
0 0 0 0

中央 ･ 東部 S b a r ki a 改修 6 0 1 7

デル タ 新設
0 0 0 0

中央 ･東部 I s 皿 a山i a 改修 1 1 0 2

デル タ 新設
0 0 0 0

小 計 改修 1 0 4 2 1 6

新設

計

0 0 0 0

1 0 4 2 1 6

計 改修 2 0 6 2 2 8

新設

計

1 7 0 0 1 7

3 7 6 2 4 5

上記対象州の選定理由は M E D との協議におい て以下の点に留意 して検討 した結果選ば

れた地域で ある｡

一 世銀 ､ ドイ ツその他イス ラミ ツ ク諸国等ド
ー ナ ー との 関係の薄い 州

一

調査計画 ､ 治安上問題の少ない 地域

一

策 2 期 (2 0 05 年から 2 0 1 0 年まで) 事業で 実施を予定して い る地区

一 調査計画上､ ある程度纏まりのある M E D の地域管理事務所単位とする

こ れらの調査による対象地域の州別潅漑排水地区数及 び受益面積は､ 以下の 通り要約さ

れる ｡

( 単位 : フ ェ ダン)



地 域 州 名 潅 漑 排 永

地区数 受益面積 地区数 受益面積

上 エ ジ プト アス ワ ン 1 2 2 9
,8 0 0 1 4

,0 0 0

上 エ ジプト ケナ 1 6 95
,
5 0 0 0 0

小 計 2 8 1 25
,
3 0 0 1 4

,0 0 0

東部デルタ ダカリア 1 1 8 ,0 0 0 4 1 7 0
,
0 0 0

東部デルタ ダミ エ ツ タ 0 0 2 1 02
,
0 0 0

東部デルタ シ ヤ ルキア 7 2 3 ,2 3 0 0 0

東部デルタ イス マ リア 2 4
,
00 0 0 0

小 計 1 0 4 5 , 2 30 6 2 7 2
,0 0 0

計 38 1 70 , 53 0 7 2 7 6
,
0 0 0



弟3 幸 枝循協力の必要性とその内容

3 .1 調査計画の 内容

事業実施機関である機械電気局は ､ エ ジプト国の潅漑排水のポンプに関連する施設の新

設 ･ 改修 ･ 維持管理を主として担当 し､ 機械､ 電気分野の 技術集団が主流をなし､ 潅漑排水

に関する計画部門を持たな いため濯混局事業計画部の協力を得て事業実施に 関する妥当性

調査と実施計画を策定 する必要がある｡ これらの計画立案に必要な調査項目の概要は以下

の通りである ｡

一

受益他の潅漑農業の現状

一

濯漑排水施設の整備状況

一 電気機械設備の 詳細な診断

一

維持管理の現状と農民組織の活動状況及び管理移管の方向性

一

更新事業の内容､ 事業費と便益

一

事業の稗益効果 と総合評価

一 事業の実施計画及び資金計画

3 . 2 調査期間

現況調査 ､ 電気機械機器の診断調査､ 機場整備計画策走､ 施設維持管理計画 ､ 事業の総

合評価 ､ 報告書取り纏め等を含め概ね 12 ケ月とする ｡



弟4 章 稔台所見

エ ジプ ト国政府は､ 老朽化した全国の潅漑排水ポンプを整備し､ 正常な農業生産をあげ

る こ と､ 維持管理費の節減と維持管理の地方､ 受益者 へ の移管等を図るため全国で稼動 し

て い る施設の中から 20 1 7 年まで に何らかの改修
･ 更新 ･ 部品交換の必要な地区約 3 70 ケ

所を選定し段階開発計画 を策定 した ｡ 第 1 期事業として計画 した地区の
一

部を E A O の技

術援助と世銀 ･ ドイ ツ政府か らの借款を得て 19 9 9 年より事業に着手して い る ｡

こ れらに引き続い て エ ジプ ト国政府は第2 期事業の実施を円滑に開始するため､ 対象施

設の整備計画､ 資金計画及び維持管理機構の再編構築に係る実施計画を策定 するためこ れ

らに必要な高い 技術力と経験を有す る日本からの技術､ 経済協力を期待 して い る ｡

1 0



第5 章 現場写真

本調査で は､ 全体調査期間との関係から､ 東部デルタ地域の E I Gi n ei n a 地区及 び E I

S a d k a 地区の排水機場と受益地域を調査 した｡ それぞれの現状は漆付写真の とおりで あ る｡

1 1
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参考資料

A . 調査団貞構成

門脇 達 : 株式会社 三祐コ ンサル タン ツ 技術顧問

B . 調査日程

日程 月 日 曜 日 調査行程 滞 在

1 3 ･ 0 8 木 S Q 9 8 1 にて名古屋出発
･ 移動 機中

2 3 . 0 9 金 S Q 4 2 8 にて カイ ロ着､ 調査日程打合わせ カイ ロ

3 3 .
1 0 土 水資源潅漑省関係局表敬

大臣顧問 : シ ヤ ル ビ
ー

顧問 ､ ア ス カ
ー

ル顧

問

マ
ー ゼ ン顧問､ 機械電気局 : ラフ マ ン局長､

ビクタ ー 計画部長､ ラ フ ア
ー ド課長､ モ ハ

メ ド課長

カイ ロ

4 3 . 1 1 日 機械電気局で のポ ンプ整備 15 カ年計画等に

つ い て協議

刀 C A エ ジプ ト事務所花館氏表敬

カイ ロ

5 3 . 1 2 月 機械電気局で の 協議 ､ 調査対象地域 の 選定

協議及 び調査 内容の 合意

カイ ロ

6 3 . 1 3 火 機械電気局に お い て調査地区を 5 州約 6 0

ケ所 と決定 ､ ア ス カ
ー

ル 顧問 (機械電気局

担当) と面談

日本大使館､ 山村書記官表敬 ･ 報告

カイ ロ

7 3 . 1 4 水 東部ナイルデルタ地域の 現地調査

E I G i n e 血 a 機場､ E I S a l a k r 機場等調査

カイ ロ

8 3 .
1 5 木 休日､ 資料整理 カイ ロ

9 3 . 1 6 金 S Q 4 2 7 にて カイ ロ 発､ 移動 機中

1 0 3 . 1 7 土 J L 7 1 2 にて成田着

15



C . 面談者リス ト

水資源潅漑省大臣顧 問

-

シヤ ル ビ
ー

顧問 ( 開発計画担当)

- マ ー ゼン顧問 ( 外国援助担当)

-

アス カ
ー

ル顧問 ( 機械電気局担当)

水資源潅漑省機械電気局

-

ラフ マ ン機械電気局長

- ビクタ ー 計画 ･ 設計担 当部長

一

ラフ ア
ー ド設計担当課長

一

モ ハ メ ド計画担当課長

一フ ァ タイ ダカリア州維持管理担当課長

一

ハ ッ サ ンダカリア州維持管理技官

日本大使館

一 山村 一 等書記官

国際協力事業団エ ジプト事務所

一

中村事務所長

一 花館担当官

D . 調査予定地域の ポンプ場概要( 1/3 - 3/3 )
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D．調査予定地域のポンプ場概要（1／3）

S erie s

N o.

N a m e

o f G o v e m o ra te T yp e

A re a

S erv e d

T ech n ica l D ata T yp e

of

Y ea r

ofN o. of D isch ./u n it S ta tic L ift

S ta tion (F ed d a n ) U n it (m 3 /se c) (m ) R e h a b ilita tio n P roj e ct

1 B e n b a n A sw a n D ra in a g e 4 ,0 00 5 0 .8 5 8 .5 C om p lete R eh . 2 0 0 7

2 M a n sorea A sw a n I rri g ation 1,00 0 3 0 .8 5 8 .7 C om p lete R eh 2 0 0 7

3 E k let N ew A sw a n Irrig ation 2 ,7 00 3 0 .8 5 8 .8 4 C o m p lete R eh 20 0 7

4 E l-K ara b la A sw a n I rrig a tion 2 0 0 2 0 .5 0 7 .7 C o m p le te R eh 2 0 10

5 E l- S a ra g A sw an I rrig a tion 15 0 2 0 .15 6 .6 C o m p le te R eh 2 0 0 9

6 E l-R a m ad y O ld A sw a n Irri ga tion 9 ,8 0 0 3 1.6 0 5 .5 C om p lete R eh 2 0 0 5

7 R a d esia S ou th (l) A sw a n I rriga tion 2 50 2 0 .3 8 6 .0 N ew C on st. 2 0 0 9

8 R a d esia S ou th (2) A sw a n I rriga tio n 2 50 2 0 .3 8 6 .5 N ew C o n st. 2 0 0 9

9 R a d esia N orth (l) A sw a n Irriga tio n 50 0 3 0 .3 8 7 .0 N ew C on st. 2 0 0 9

10 R a d esia N orth (l) A sw a n Irriga tio n 2 50 2 0 .3 8 2 .55 N ew C on st. 2 0 0 9

ll B osa ilia N ew A sw a n Irri ga tion 4 ,4 0 0 3 1.6 4 9 .1 C o m p le te R eh . 2 0 0 7

12 S eb a iea O ld A sw a n Irrig a tion 5 ,8 0 0 2 0 .6 8 .5 C o m p le te R eh . 2 0 0 5

13 B osa ilia O ld A sw a n Irrig a tion 4 ,5 0 0 3 0 .6 8 .5 C o m p le te R eh . 2 0 0 5

14 E l-M a ra sh d a Q u n a I rri ga tion 5 0 ,0 0 0 5 8 .0 4 .7 C o m p le te R eh . 2 0 0 5

15 R u x or (A ) Q u n a I rriga tion 50 0 1 0 .3 3 3 .5 N ew C on st. 2 0 0 5

16 R u x o r(B ) Q u n a Irriga tio n 50 0 1 1 .0 3 .5 N ew C on st. 2 0 0 5

17 R u x or (D ) Q u n a I rriga tio n 50 0 1 1 .0 3 .5 N ew C on st. 2 0 0 5

18 E I N a m a ssa Q u n a Irriga tio n 17 ,4 0 0 6 8 .0 2 .0 5 C o m p le te R eh . 2 0 0 5

19 K ou sCA ) Q u n a I rri ga tion 5 00 1 1 .0 3 .5 N ew C on st. 2 0 0 5
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2 0 K ou s(B ) Q u n a I rriga tion 5 0 0 1 1.0 2 .7 N ew C o n st. 2 0 0 5

2 1 K ou s(C ) Q u n a I rrig ation 50 0 1 1.0 3 .5 N e w C o n st. 20 0 5

2 2 K ou s(D ) Q u n a I rri g ation 50 0 1 1.0 8 .7 N e w C on st. 2 0 0 5

2 3 Q u n a CA ) Q u n a Irrig a tion 5 00 1 1.0 2 .0 N ew C on st. 2 0 0 7

2 4 Q u n a (C ) Q u n a I rriga tio n 5 0 0 1 1 .0 2 .4 N ew C o n st. 2 0 0 7

2 5 Q u n a CD ) Q u n a I rriga tio n 5 0 0 1 1.0 1.8 N ew C o n st. 2 0 0 7

2 6 D esh n a (A ) Q u n a Irrig ation 5 0 0 1 1.0 3 .5 N ew C o n st. 2 0 0 7

2 7 D esh n a (C ) Q u n a Irrig ation 5 0 0 1 1.0 3 .5 N ew C on st. 20 0 7

2 8 D e sh n a (D ) Q u n a I rrig ation 5 0 0 1 1.0 3 .5 N ew C on st. 2 00 7

2 9 E I M a ra sh id a Q u n a Irrig ation 2 1,60 0 5 8 .0 4 .7 C o m p lete R e h . 2 0 0 5

30 E l-N eza m D a k h lia M ix e d 18 ,00 0 4 3 .5 3 .0 C o m p lete R e h . 2 0 0 5

3 1 B an y E b a d D a k h lia D ra in a ge 5 3 ,00 0 5 5 .0 2 .8 C o m p le te R e h . 2 0 06

3 2 E l-G en e n a D a k h lia D ra in a ge 3 4 ,0 00 4 5 .0 6 .0 C o m p le te R e h . 2 0 0 5

3 3 S a d k a D a k h lia D ra in a ge 4 3 ,0 0 0 4 5 .0 2 .0 C o m p le te R e h . 2 0 0 5

3 4 E l-B a lam ou n D a k h lia D ra in a ge 4 0 ,0 0 0 4 4 .0 3 .2 C o m p le te R eh . 2 0 0 9

3 5 E l-R o sa sy D e m itta D rain a ge 32 ,0 0 0 4 7 .0 2 .0 C o m p le te R eh . 2 0 0 5

3 6 K afd S a a d D em itta D rain a g e 70 ,0 0 0 4 8 .0 7 .3 C om p lete R eh . 2 0 0 6

3 7 B e la d E l-A ie d S h a rk ie a M ix e d 2 0 ,0 0 0 4 3 .5 5 .4 C om p lete R eh . 2 0 0 7

3 8 Irrig . B ra n ch 16 S h a rk ie a I rrig ation 2 8 0 2 0 .56 2 .5 C om p lete R eh . 20 11
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3 9 Irrig . B ra n ch 16 S h ark iea I rri ga tion 3 0 0 2 0 .56 2 .5 C o m p lete R eh . 2 0 1 1

4 0 Irrig . B ra n ch 16 S h a rk iea I rri g ation 5 0 0 2 0 .56 2 .5 C om p lete R eh . 2 0 1 1

4 1 Irrig . B ra n ch 16 S h a rk iea I rrig ation 5 5 0 2 0 .56 2 .5 C om p lete R eh . 2 0 1 1

4 2 Irrig . B ra n ch 16 S h a rk iea I rrig ation 7 0 0 2 0 .56 2 .5 C om p lete R eh . 2 0 1 1

4 3 Irrig . B ra n ch 16 S h a rk iea Irrig ation 2 0 0 2 0 .5 6 2 .5 C om p lete R eh . 2 0 11

4 4 T era t E l-S a n d o k Ism ailia Irrig ation 2 ,0 0 0 1 1.0 3 .0 C om p lete R e h . 2 0 0 6

4 5 S h a n d o ra Ism ailia D ra in a ge 2 ,0 0 0 3 0 .7 5 2 .5 C om p lete R e h . 2 0 0 9

A sw an 13 p roje cts 3 3 ,8 0 0

Q u n a 1 6 p roje cts 9 5 ,50 0

D a k h lia 5 p rojects 1 8 8 ,0 0 0

D e m itta 2 p roje cts 10 2 ,0 0 0

S h a rk ie a 7 p roje cts 2 3 ,2 3 0

I sm ilia 2 p rojects 4 ,0 0 0

T ota l 4 5 p rojects 4 4 6 ,5 30
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